
　

平
成
二
十
三
年
も
、
当
山
護
寺
に
ご
協
力
下

さ
い
ま
し
て
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
は
、
三
月
十
一
日
に
発
生
い

た
し
ま
し
た
東
日
本
大
震
災
に
始
ま
り
、
そ
し

て
尽
き
た
年
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
年
越
し
の
時
期
に
お
い
て
も
、
多
く
の
方
々

が
仮
設
住
宅
で
の
生
活
を
、
そ
し
て
原
発
事
故

に
伴
う
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
、
一
日
も
早
い
物
心
両
面
の
復
興

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
震
災
で
は
、
多
く
の
家
屋
そ
し
て
何
よ

り
多
く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

政
府
に
対
す
る
信
頼
、
原
子
力
政
策
に
対
す
る

信
頼
等
々
、
ま
さ
に
「
喪
失
」
の
年
で
あ
っ
た

感
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
「
自
分
は
い
い
か
ら
、
早
く
あ
ん
た

た
ち
だ
け
逃
げ
な
さ
い
」
と
言
っ
て
、
家
族
に

避
難
を
促
し
た
ご
高
齢
の
方
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、

略
奪
な
ど
も
起
こ
さ
ず
、
物
資
の
配
給
に
整
然

と
並
び
、
黙
々
と
避
難
生
活
を
送
ら
れ
た
、
被

災
地
の
方
々
の
忍
耐
強
さ
、
助
け
合
い
の
姿
は
、

日
本
の
み
な
ら
ず
、
世
界
に
感
動
を
与
え
ま
し

た
。 

ま
た
、
自
衛
隊
、
警
察
、
消
防
、
行
政
組
織
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
な
ど
の
献
身
的
な
活
動

も
然
り
で
す
。
仏
教
的
に
は
、
そ
れ
ら
の
方
々

の
姿
を
貫
く
生
き
方
を
「
同
事
」
と
言
い
ま
す
。
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「
同
事
」
と
は
、
菩
薩
（
仏
を
志
す
者
）
が
な
す

べ
き
徳
目
の
一
つ
。
生
き
と
し
生
け
る
者
の
立

場
に
同
化
し
て
、
慈
悲
行
を
実
践
す
る
こ
と
で

す
。
「
相
手
の
状
況
を
我
が
事
と
し
て
」
行
動
に

移
す
。
様
々
な
「
喪
失
体
験
」
が
あ
っ
た
も
の
の
、

私
た
ち
に
は
そ
の
心
が
残
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

震
災
の
被
害
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
こ
下

北
の
地
も
様
々
な
困
難
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

当
寺
と
し
ま
し
て
も
、
地
域
の
方
々
の
心
の
拠

り
所
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
心
と
し
て
、

皆
さ
ん
の
思
い
を
形
に
し
、
積
極
的
な
諸
活
動

に
努
め
て
参
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
あ

ら
た
め
て
お
願
い
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
来
た
る
年
の
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
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一
周
忌

三
回
忌

七
回
忌

十
三
回
忌

十
七
回
忌

二
十
三
回
忌

二
十
七
回
忌

三
十
三
回
忌

三
十
七
回
忌

四
十
三
回
忌

四
十
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回
忌

五
十
回
忌

百
回
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平
成
二
十
三
年

平
成
二
十
二
年

平
成
十
八
年

平
成
十
二
年

平
成
八
年

平
成
二
年

昭
和
六
十
一
年

昭
和
五
十
五
年

昭
和
五
十
一
年

昭
和
四
十
五
年

昭
和
四
十
一
年

昭
和
三
十
八
年

大
正
二
年

※

法
事
の
ご
相
談
は
、
な
る
べ
く
お
早

　
目
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


